






























2 ― 1 　消極的技術者倫理
　技術者にとって最も忌避すべき事態は、ミスや手抜き作業などで事故を引き
起こし、市民生活にダメージをもたらすことである。このような事故防止の観
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点から技術者倫理研究を先行させたのがアメリカで、その契機となった事故の
















ることは得策ではないと考え、延期を主張する技術主任に対して “Take off your 




（ 1）　See Rogers Commission. Report to the President by the Presidential Commission on the Space Shuttle 
Challenger Accident, Volume 1, chapter 4, p.72（1986）.
（ 2）　チャレンジャー号の打上は当初予定より天候不良やアクシデント続きで遅れており、NASA側
としては早期の打ち上げを要望していた。












ルエンジニア協会（National Society of Professional Engineers /以下 NSPEと称
す）（6）が掲げる技術者倫理の綱領（Fundamental Canons）には、その 1条で「公
共（公衆）の安全、衛生、及び福利を最優先とする（Hold paramount the safety, 
health, and welfare of the public.）」（7）といった崇高な理念が謳われている一方で、
4条で技術者は「自身の雇用主あるいは顧客のために、誠実な代理人または受








（ 5）　前掲訳書、Charles E. Harris. Jr他、229頁。
（ 6）　アメリカでは「エンジニア」と名乗って技術業に従事するためには、州による規制の違いや例
外もあるものの、基本的には PE（Professional Engineer）の資格を取得した者に限られている。
NSPEは各州の PE協会を統括し、2015年時点で全米の PE資格取得者の 1割が加入している。
（ 7）　NSPE の綱領の和訳は NSPE の HP を参照。https://www.nspe.org/resources/ethics/code-ethics/
japanese-translation
　　　なお、同 HP では“Fundamental Canons”を「根源的規範」と訳しているが、本稿では日本
の技術者倫理の教本で、NSPE の Fundamental Canons を紹介する際に一般的に用いられている
「綱領」を使用する。なお NSPE の翻訳では、“public”を「公共」としているが、技術者倫理の
分野では「公衆」とするのが一般的である。「公共」か「公衆」かの問題は後述する。






















（ 8）　前掲訳書、Charles E. Harris. Jr他、236頁。




Charles E. Harris. Jr他、230頁以下。
（11）　前掲訳書、Charles E. Harris. Jr他、232頁以下。
（12）　前掲訳書、Charles E. Harris. Jr他、238頁。



























（14）　前掲訳書、Charles E. Harris. Jr他、241頁以下。
（15）　前掲訳書、Charles E. Harris. Jr他、241頁。
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ている。この「公衆」は “public” を指すもので、“public” の訳語としては上述
の NSPE 綱領 1 条でみられた「公共」を初めに「人類」、「社会」、さらには
「現在および将来の人々」などのように意訳される場合もある（21）。しかしなが
らこの数ある “public” の訳語のうち、多くの技術者倫理の教本では “public” を
（16）　Charles E. Harris. Jr. et al., Engineering Ethics: Concepts and Cases, 5th Edition, 14（2013）.
（17）　Charles E. Harris. Jr., “Engineering Ethics : From Preventive Ethics to Aspirational Ethics”, Philosophy 
and Engineering : Reflections on Practice, Principles and Process, Philosophy of Engineering and 
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「公共の福祉
4 4 4 4 4
」とされた






4 4 4 4 4 4
、日本の社会に広く理解されるためには
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、このような用語の
4 4 4 4 4 4 4 4
障害がある




“public welfare” の概念を分かりづらくしたのは、憲法の起草段階で 5語に使い
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その教本の注書きによると、“common welfare”、“public welfare”、“general 


















　　The freedoms, rights and opportunities provided by this Constitution are 
maintained by the self-disciplined cooperation of the people. They therefore 
involve a corresponding obligation on the part of the people to prevent their abuse 
















　　The feudal system of Japan shall cease. All Japanese by virtue of their humanity 
shall be respected as individuals. Their right to life, liberty and the pursuit of 
happiness within the limits of general welfare shall be the supreme consideration 






welfare）に関し、“common welfare” と “general welfare” の使い分けが行われて
いる。因みに現行憲法13条の「公共の福祉」の “public welfare” と、「第二次試











る（Hold paramount the safety, health, and welfare of the public.）」の規程に関し、
ここでいう “welfare of the public” を憲法13条の “public welfare” と同じく「公共
の福祉」と表現するのは、技術者倫理の用語として適当ではないとしている（28）。
その理由はこの「日本で「公」は元来、朝廷、幕府、政府など権力を握る勢力
















































（33）　Charles E. Harris. Jr., “Engineering Ethics: From Preventive Ethics to Aspirational Ethics”, Philosophy 
and Engineering: Reflections on Practice, Principles and Process, Philosophy of Engineering and 
Technology. Volume 15, pp177⊖187（2013）.
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